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警告

お願い

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者
が死亡、重傷を負う可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。 
この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者
が軽傷を負う可能性や物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

使用者が安全に快適に使用していただくために理解していただきたい内容です。

誤った機器の設置を行った場合の危害 ･損害の程度を、次のように区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

注意

禁止 必ず守る 分解禁止

設置される方へ（この「工事説明書」を設置前に必ずお読みください。）

・周囲の壁が不燃材料以外で、トッププレートに貼り付けの防火性能評定品ラベルに記載されている離隔距
離を確保できない場合は、絶対に設置しないでください。
どうしても設置しなければならない場合は、必ず別売部品の防熱板を取り付けてください。
防熱板を取り付けなかった場合、火災のおそれがあります。
※仕上げの構造が確認できない場合は、必ず防熱板を取り付けてください。→ 3 ～ 4ページ

・この機器は、単体設置タイプのためオーブンとの接続はできません。

・この工事説明書に基づいて、設置されていることを確認してください。
・設置が終了したら、設置後の点検確認のチェックリストに基づいて、必ず再確認してください。
・この工事説明書の記載内容から外れた設置が原因で生じた故障および損傷は、保証期間内であっても保証
の対象とならないので注意してください。

・設置終了後、保証書（取扱説明書に記載）に必要事項を記入し、必ずお客さまに渡してください。
・取扱説明書に従って、お客さまに機器の操作方法など、取り扱い説明をしてください。

設置するときは、可燃物との距離を確実に離す
火災の原因になります。必ず守る

注意

工 事 説 明 書
型 式 名

ガスビルトインコンロ［単体設置タイプ］

DC3020SL

警告

お願い
・乾電池を抜かずに器具栓つまみを「点火の状態」で放置しないでください。
・乾電池を使用しているガス機器を大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取り外してください。
そのままにしておきますと思わぬ事故になることがあります。

注意

機器を安全にご使用いただくため、この工事説明書をよく読
んでから、有資格者による指定された設置を行う

機器の上には絶対にのらない
また、ガラスに強い衝撃を与えたり、過度な荷重をかけない
ごとくの変形やトッププレートのガラス破損につながり、
異常過熱や火災の原因になります。

必ず守る

必ず守る

建築基準法、当該地区の市・町・村の条例、消防法、ガス事
業法、液化石油ガス法、「ガス機器の設置基準および実務指針」
（一般財団法人日本ガス機器検査協会刊）に従う

設置で必要なところ以外は絶対に改造・分解は行わない
一酸化炭素中毒のおそれがあります。また、火災の原因になるおそれがあります。

分解禁止

必ず守る

設置するときは、手袋をはめて行う
機器の突起物などでけがをする原因になります。

禁 止

トッププレートのガラス裏面には、絶対にキズをつけない
ガラス強度が著しく低下し、破損しやすくなります。
また火災・損傷事故の原因になります。

禁 止
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 各部のなまえ

 同こん部品

○もくじ
同こん部品  ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2
各部のなまえ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2
設置前の注意 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3
設置場所の確認 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3～4

機器の設置  ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 5～11
ガス接続・ガス配管工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 裏表紙
設置後の点検確認 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 裏表紙
試運転 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 裏表紙

◎同こん部品・付属品の確認
次の部品が同こんされています。不足のないことを確認してください。

部　品　名 形　　　状 個数

バーナーキャップ（大）
＜左右コンロ用＞ 2

バーナーキャップ（小）
＜後コンロ用＞ 1

ごとく（大）
＜左右コンロ用＞ 2

ごとく（小）
＜後コンロ用＞ 1

バーナーリングカバー（大）
＜左右コンロ用＞ 2

バーナーリングカバー（小）
＜後コンロ用＞ 1

器具栓つまみ 3

部　品　名 形　　　状 個数

トップウイング 1

電池ケース
（中継ハーネス付き） 1

中継ハーネス
固定用クリップ ２

電池ケース
固定用ネジ 2

トッププレート
固定用ネジ×2 1

お試し用乾電池（単1形） 2

取扱説明書（保証書付）
工事説明書 各1取扱説明書

（保証書付）
工事説明書

電池ケース

左コンロ用器具栓つまみ
高温炒めボタン

トッププレート

バーナーキャップ（大）
［左コンロ］

ごとく（大）

左コンロ用温度センサー
バーナーリングカバー（大）

※ガス接続口

給気口
（給気口中央：銘板貼付）
トップウイング

後コンロ用器具栓つまみ
右コンロ用器具栓つまみ

［後コンロ］

［右コンロ］

バーナーキャップ（小）
後コンロ用温度センサー

バーナーキャップ（大）
右コンロ用温度センサー

ごとく（大）

ごとく（小）

バーナーリングカバー（小）

バーナーリングカバー（大）

※ガス接続口の位置を示す。
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 設置前の注意

 設置場所の確認

◎設置する機器の確認
・設置する機器が、ご使用になる目的、用途に適合していることを確認してください。

注意
銘板（給気口中央部に貼付）に表示してある
ガスに適合していることを確認する
火災・不完全燃焼・異常点火のおそれや、
機器が故障する原因になります。

必ず守る

ガス種の異なる地域へ転居した場合は、
部品交換や調整が必要のため注意する
爆発や不完全燃焼の原因になります。必ず守る

この機器は家庭用の調理以外の用途には使
用できないため、用途を確認し設置する
火災・不完全燃焼・機器の故障の原因にな
ります。

必ず守る

給気口

JIA認証

P S
TG

（型式名） 都市ガス用
13A  ○○○kW　12A  ○○○kW

H　　N
18.02-○○○○○○

○○○○○○○○○○品名コード

部分を確認してください。

製造年月・製造No
（図は2018年2月生産の例）

銘板　※図は都市ガス用13Aの場合

◎防火上の離隔距離
・機器を設置する周囲の壁などが、防火上安全な場所かまたは、防火上有効な間隔を確保することが
できる場所に設置してください。

・ この機器は防火性能評定品です。

※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分も含む）との離隔距
離は、トッププレート上部に貼り付けの防火性能評定品ラベルに基づき離隔距離を確保してください。

周囲の障害物、可燃物との離隔距離が確保されていることを確認する
火災の原因になります。

注意

必ず守る

◎上記離隔距離がとれない場合や、仕上げの構造がわからない場合は、必ず防熱板による防火
措置を行ってください。（4ページ参照）

正面

機器の周囲が可燃物の場合 レンジフードおよび不燃材の場合

正面 側面 正面 側面

可燃物 可燃物
可
燃
物可

燃
物

15cm以上
＜0cm以上＞

15cm以上
＜0cm以上＞

5cm以上
＜0cm以上＞ 5cm以上

＜0cm以上＞80
cm
以上

キャビネット

可
燃
物

※
2

60
cm
以上

※
1

60
cm
以上

グリスフィルター
レンジフード

15cm以上
15cm以上＜0cm以上＞

金属以外の不燃材料（3mm以上）

※＜　＞内は、周囲の壁を不燃材料で有効に仕上げた部分もしくは、防熱板を取り付けたときの寸法です。
※1 レンジフードファン以外の場合は80cm以上。
※2 不燃材料がない場合もしくは、金属以外の不燃材料の厚みが3mm未満の場合は、80cm以上。
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注意
防熱板（別売部品）は、必ず指定のものを使用する
防熱板に同こんされている「取付説明書」に従って正しく取り付ける。
防熱板を取り付けないと、火災の原因になります。必ず守る

・上記のほか設置場所について、次のことを守ってください。
・冷暖房装置の吹き出し口近くや、強い風が吹き込む場所に設置しない。
・奥行き600mm以上のワークトップに設置する。

注意
設置するガス機器および同一室内に設置してある他のガス機器のガス消費量に対し、十分な換気設備が
ある場所に設置する
他のガス機器と同時に使用した場合、不完全燃焼による一酸化炭素中毒のおそれがあります。必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

禁 止

禁 止

必ず守る

禁 止

水平で丈夫な場所に設置する

保守メンテナンススペースが確保されていることを確認する
設置後、トラブルの原因になったり、点検・修理に支障をきたします。

引火性の危険物（ガソリン・灯油・ベンジン・接着剤など）や、業務用薬品（アンモニア、硫黄、塩素、
エチレン化合物、酸類などの腐食性薬品）を周囲で保管したり、取り扱う場所には設置しない

ガス機器は、ガス工作物、電気工作物などの他の設備に悪影響を与えない位置に設置する

棚の下など落下物の危険がある場所や樹脂製の照明器具、ガス湯沸器の下には設置しない
火災のおそれや思いがけない事故の原因になります。
この機器は家庭用のため、業務用として使用する場所に設置しない
著しく機器の寿命が短くなります。

設置場所を決めるときは、お客さまとよく相談し、安全な場所で、周囲に危険物・可燃物などがなく、
火災の危険がない場所に設置する

キャビネットを背板などでふさぐ
・コンロ後方がふさがれていない場合は、ベ
ニヤ板やアルミテープなどでふさいでくだ
さい。（図1）
コンロ後方がふさがれていないと、コンロ
と後方空間や外気との間で異常な空気の流
れが生じる場合があります。（図2）
　コンロの炎がゆらいだり、消えたり、異常
燃焼や機器焼損のおそれがあります。

必ず守る

図２

正常な
空気の流れ

異常な
空気の流れ

床

正常

図１

後
壁

キャビネット背板または仕切板（ベニヤ板など）

後
壁

コンロ下キャビネット

異常

ガス管

※別売部品の仕切板セット（DP0723、DP0724）を用意しています。仕切板セットのお求めは販売店に、仕
切板セットに関するご不明点は、弊社窓口（取扱説明書の裏表紙連絡先参照）にお問い合わせください。

・設置場所をお決めになるときは、次の事項をよく確認してから決めてください。

・防熱板は4種類用意しています。
・用途に適した防熱板を選んでいただき、正しく取り付けてください。
※取り付け方法は別売部品の防熱板に同こんされている「取付説明書」をご覧ください。

ワークトップの後部に
立ち上がりがある場合

バックガード用③

① ②

④

※DP0101はワークトップ後部の立ち上がり用

コード番号 高さ（mm）

550

幅（mm）

LP0130 600

590

590

DP0128 535

LP0107 900

90DP0101 600

①

②

③

④

防熱板のお求めは販売店に、防熱板に関するご不明点は、弊社窓口（取扱説明書の裏表紙連絡先参照）にお問い合わせください。

※イラストはイメージ図です。

機器後方の給気口をアルミマットやテープなどでふさがない
点火不良や不完全燃焼の原因になります。

必ず守る
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592
225

55 85 85

55

51 10
90

26
0

20
9 37
9 50
9

558（本体最大）
458（本体最大）

450.2

370

555.2

205 394

66

ガス接続口
ガス接続口
（Rc1/2）

電源用ハーネス
取り出し口電源用ハーネス

取り出し口

150 170

レンジフード
赤外線発光部

73 45

9010
以
上
離
す

電池ケース

電池ケース（設置位置例）

26

機器の設置

◎機器の取り付け
［標準設置図・機器寸法図］

〈単位：mm〉

◎ワークトップおよびキャビネットについて
・ワークトップ材は熱硬化性樹脂化粧板（JIS K6903）または同等以上の材料としてください。
・ワークトップの表面がニス引きのものは変色しますので使用しないでください。
・機器を組み込むために、下図の寸法穴に加工してください。
・穴あけ寸法は、公差内になるように加工してください。公差外になると取り付けができなくなります。

〈単位：mm〉　

560 +4
　0

46
0
+4 0

60
0以
上

15以上

キャビネットとびら前面

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

側
板
前
面

4-R10～30

ワークトップ前面
空気が流れるよう3以上のすき間を確保のこと。  

穴あけ寸法

注意
キャビネット側板の上に穴あけ加工をしない
機器が取り付けができなくなります。必ず守る

機器が設置できない穴あけキャビネット
とびら側面

45mmを超える厚いワークトップには設置しない
ワークトップの温度が上がり焼損のおそれがあります。
また、不完全燃焼の原因になります。

注意

禁 止
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作 業 手 順 説 明 図

［機器本体の取り付け］

キャップ

機器底部左奥側

・機器底部左奥側のガス接続口に取り付けてあるキャップを取
り外してください。

《取り外したキャップは不要です。》

１. 機器側ガス接続口のキャップの取り外し ガス接続口位置は
2・5ページ参照

２. 電源用ハーネスの固定用テープの取り外し
・機器左側に貼り付けている固定用テープを取り外してくだ
さい。

※固定用テープを取り外したことを確認後、機器本体に貼り付け
ている注意ラベルを取り外してください。 固定用テープ

機器左側

電源用ハーネス

機器本体

注意ラベル

３. 機器本体のはめ込み
・機器両側を持ち、機器本体をキャビネットに、はめ込んで
ください。

※はめ込みむときは電源用ハーネス・ワークトップなどをキ
ズつけないように注意してください。

電源用ハーネス

後
壁

前
側注意

絶対にガス配管やバーナーなどを持たない
ガス漏れや異常燃焼の原因になります。禁 止

４. 機器本体の固定
・機器本体の位置決めは、機器本体側面の本体固定ネジ（4
本）でワークトップに固定してください。

注意
本体固定ネジを締め込みすぎない
ワークトップを壊したり、コンロが変形したり、
トッププレートが浮く原因になります。

禁 止

本体固定
ネジ

機器本体

注意
固定用テープは必ず取り外す
固定用テープを取り外さずにはめ込むと、電源用ハ
ーネスにキズがつき作動不良の原因になります。必ず守る
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［部品の取り付け］

作 業 手 順 説 明 図

注意
バーナーキャップは必ず取り外す
バーナーキャップを取り外さずにトッププレートの
取り付けを行うと、トッププレートにバーナーキャ
ップが当たり、キズなどがつくおそれがあります。

必ず守る

１. バーナーキャップの取り外し
・トッププレートを取り付ける前にバーナーキャップを外してください。

２. トッププレートの取り付け

トッププレート
裏面突起部
トッププレート
固定バネ

トッププレート
バーナー（大）
バーナー（小）

トッププレート
固定バネ

トッププレート固定用ネジバーナー
リング（小）

バーナー
リング（大）

トッププレート
（裏面突起部：2カ所）

○A
トッププレート
固定用ネジ

右側から固定

《必ず手動ドライバーを使用！》
　※電動ドライバーは、ネジが利かなくなります。

1．トッププレート前部に貼り付けているトッププレート固定
用ネジ 　 を外してください。
（このネジは、4．で使用します。）

2．トッププレートを水平に保ちながら機器本体にかぶせます。
バーナーリングとバーナーを合わせながらトッププレート
を取り付けてください。
トッププレート裏面突起部がトッププレート固定バネに確
実に固定するように、トッププレート手前部を押さえてく
ださい。

3．器具栓スピンドルが、トッププレート右前部の穴（3カ所）の中
心になるようにトッププレートの位置を合わせてください。

4．1．で外したトッププレート固定用ネジ 　で、トッププレ
ートを機器本体後部に右側から固定してください。

○A

○A

※イラストはわかりやすくするために、透視図にしています。

・トッププレートの取り付けは確実に行い、浮きがないこと
を確認してください。

・トッププレート枠下部周囲に取り付けられているシールパ
ッキンが外れていないか確認してください。

お願い

シールパッキン

ガラストッププレート枠

器具栓スピンドル

トッププレート取り付け後、必ず確認してください。

注意

バーナーリングの全周を両手で押さえ、バーナーリン
グの浮きがないようにしてください。

バーナー
バーナーリング バーナーリングの浮きがないことを確認

トッププレート取り付け後、バーナーリングの「浮き」
がないことを必ず確認する。
「浮き」があると煮こぼれが機器内部に浸入し、故障
の原因になります。

必ず守る

バーナー用パッキンがはみ出ていない状態 バーナー用パッキンがはみ出ている状態
バーナーリング バーナーリング

バーナー用パッキンが
はみ出ている

トッププレート取り付け後、バーナー用
パッキンがはみ出ていないことを必ず確
認する。
はみ出ていると、バーナーの炎により、
バーナー用パッキンが破損するおそれが
あります。

必ず守る
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作 業 手 順 説 明 図

△マークが向き
合うように

凹部

バーナーリング

欠き部
△マーク

バーナーリングカバー

△マークの向きが
合っていない状態

バーナーリングカバーが浮いた状態

バーナーリングカバーが傾いた状態

浮き

傾き

４. バーナーリングカバー・バーナーキャップ・ごとくの
取り付け
・バーナーリングカバー・バーナーキャップ取り付け後、ご
とくを正しく取り付けてください。

◎バーナーリングカバーの取り付けかた
※バーナーリングカバーは、コンロの位置によって取り付け
る方向が異なります。
・トッププレートとバーナーリングカバーの△マークが向き
合うようにし、欠き部（前後2カ所）をバーナーリングの凹
部（前後2カ所）に合わせて、浮きがないように取り付けて
ください。

注意
トッププレートの△マーク印字とバーナーリングカバー
の△マーク刻印が向き合うように正しく取り付ける
△マークが向き合っていない状態（浮き、傾きなど）
で使用すると、点火不良、不完全燃焼、変形の原因
になります。

必ず守る

トッププレート

左コンロ
後側の△マークと
合わせる。 後コンロ

手前側の△マークと
合わせる。

右コンロ
手前側の△マークと
合わせる。

バーナーリングカバーの
△マーク刻印

トッププレートの
△マーク印字

・トッププレート右前部の穴に取り付けられているシールパ
ッキン（3カ所）が外れていないか確認してください。

お願い

３. 器具栓つまみの取り付け
・器具栓スピンドル軸部に器具栓つまみ穴部を合わせ、器具栓
つまみの取っ手が手前になるようにし、奥まで差し込んでく
ださい。

器具栓つまみ

器具栓
つまみ裏側

器具栓
つまみ表側

手前側

器具栓
スピンドル

穴 軸

シールパッキン
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作 業 手 順 説 明 図

凸部

凹部

ごとく

取り付ける

爪部

点火プラグ

バーナーキャップ

位置を
合わせる

バーナーキャップの
浮き

バーナーキャップの
裏返し

バーナーリングカバーの
浮き

バーナーリングカバーの
裏返し

ごとくの浮き ごとくの裏返し

５. トップウイングの取り付け
・トップウイングのピン部を給気口の穴部に合わせて取り付
けてください。

トップウイング

ピン部

穴部

給気口

ピン部
穴部

◎ごとくの取り付けかた
・ごとく内側の凸部（前後2カ所）を、バーナーリングカバー
の凹部（前後2カ所）に入れて、浮きがないように取り付け
てください。

◎バーナーキャップの取り付けかた
・バーナーキャップの爪部が、点火プラグの真上にくるように
合わせ、浮きがないように取り付けてください。
　（点火プラグに衝撃をあたえないようにしてください。）

バーナーリングカバーとごとくは正しく取り付ける
誤った取り付けかた（浮き、裏返し、ズレなど）で使
用すると、鍋などが不安定になり、傾いたり、倒れ
たりし、やけど、点火不良、不完全燃焼、変形の原
因になります。
また、取り付けの際に衝撃を加えると、トッププレート
にキズがついたり、ガラスが割れる原因になります。

必ず守る

注意
バーナーキャップは正しく取り付ける
誤った取り付けかた（浮き、裏返しなど）で使用すると、
・点火しない場合があります。
・炎のふぞろいや逆火で不完全燃焼、一酸化炭素中毒の
おそれや変形の原因になります。

・機器の中に炎がもぐりこんで、焼損する原因になります。
・機器寿命が短くなるおそれがあります。

必ず守る
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作 業 手 順 説 明 図

６. 電池ケースの固定

機器底面
（キャビネット内部上面）

電池ケース
固定用ネジ

スライドレール（スライドキャビネットの場合）

注意
電池ケースは機器底面に取り付けない
引き出し収納時に電池ケースに当たり、変形や破損
の原因になります。禁 止

・電池ケースの取り付け位置は、電池が交換ができるこ
と、ガス栓やキャビネットの引き出しなどに接触しない
ことを確認してください。

お願い

禁 止

乾電池の組み込む方向を間違えない
発熱や液漏れの原因になります。

注意

８. 乾電池の取り付け
　お試し用乾電池（単1形：1.5V）を2個使用します。
・ 乾電池（単 1形：2個）の＋－を確かめ、乾電池を組み込ん
でください。

1．電池ケースは機器底面（キャビネット内部上面）より10mm
以上離し、キャビネット内部左面に取り付けてください。

※ スライドキャビネットに設置する場合は、スライドレール
の後側（スライドキャビネットに接触しない位置）に電池ケ
ースを取り付けてください。

2．電池ケース固定用ネジ（2本）で電池ケースを固定してください。
※ キャビネット板厚より電池ケース固定用ネジが長い場合は、
補強材を使用して固定してください。

※ 補強材は同こんしていません。

７. ハーネスの取り付け

・ハーネスの取り付け位置は、ガス配管作業時に支障のな
いこと、キャビネットの引き出しなどに接触しないこと
を確認してください。

お願い

機器側の
メインハーネス

電池ケースの中継ハーネス

ハーネス固定用
クリップ

ハーネス固定用クリップ

1．電池ケースの中継ハーネスと機器側のメインハーネスのコ
ネクターを接続する。

2．ハーネス固定用クリップ（1個）で電池ケースの中継ハーネス
を固定し、機器側のメインハーネスのたるみがないように
ハーネス固定用クリップ（1個）でキャビネット側面に貼り
付けてください。

※ あまった機器側のメインハーネスは、右図のようにハーネス
固定用クリップでたばねてください。
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作 業 手 順 説 明 図

［レンジフードファンの赤外線信号の動作確認］

2 3

出荷時

電池交換サイン表示部

　 、　のいずれかに切り替える

注意
設定を変更する場合は、必ず乾電池を抜いて設定する
乾電池が入っている状態で切替スイッチを変更して
も、設定は変更されません。

必ず守る

［レンジフードファンと連動する場合］
・器具栓つまみを押し回して点火操作し、レンジフードファ
ンの連動を確認してください。
・レンジフードファンが動作しない場合は、下記操作を行
い、設定を変更してください。
※レンジフードファンが連動対応していない場合は、動作
しません。

　◎設定を変更するとき

レンジフード側信号
（レンジフードの主なメーカー名） No.

NECフォーマットA
（富士工業製、渡辺製作所製など） ①

NECフォーマットＢ
（東芝キャリア製など） ②

家製協フォーマット
（パナソニック製など） ③

1．電池ケースより乾電池を抜いてください。
※ 10ページ「8.乾電池の取り付け」を参照してください。
2．トッププレートを取り外してください。
※ 取り外し方法は、7～9ページ「［部品の取り付け］」の項を
参照して、逆の手順で行ってください。

3．切替スイッチ（3段階）を②または③に設定してください。
（出荷時は①に設定されてます。）

※ 切替スイッチの位置で、各メーカー設定の信号に変更する
ことができます。

4．乾電池を電池ケースに戻してください。
5．器具栓つまみを押し回して点火操作し、レンジフードファ
ンの連動を確認してください。

※ 再度設定をやり直す場合は、1. の手順から行ってください。
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試運転

設置後の点検確認

 ガス接続・ガス配管工事

・ガス接続方法
・ガス接続は金属管、金属可とう管または、機器接続ガス栓を
使用してください。
・ガス栓の位置は、お客さまが操作しやすい場所に設置する。
・ガス接続はRc1/2（PTメネジ）です。

Rc1/2（PTメネジ）
205（ガス取入口）

標準配管接続例

（350）

金属可とう管

・接続・工事後のガス漏れ確認
・ガス接続完了後は必ず漏えい検査をしてください。

◎ガス配管工事

・機器を設置する場所にガス栓がない場合や、あっても適切でない（位置・口径）場合は、新設または
交換をしてください。

・都市ガス用機器の場合、内管工事士、簡易内管施工士、ガス機器設置スペシャリスト、ガス可とう管接
続工事監督者のいずれかの必要な資格を有する者が施工すること。
・LPガス用機器の場合、液化石油ガス設備士の資格を有する者が施工すること。
 （ガス機器設置スペシャリストは「燃焼器用ホース」の交換のみ施工可能）
 なお、液化石油ガス設備工事を行う事業者は、事業所ごとに所在地を管轄する都道府県知事に「特定液化
石油ガス設備工事事業開始届書」を提出する必要があります。

・機器へのガス接続に必要な資格について

接続具の施工者ラベルおよび連絡先のステッカーを貼り付けましたか。

点検項目
チェックリスト

参照ページ
3

2・6～10
3～4
3～4
4
4
4

裏表紙
ー
11

チェック点　　　検　　　内　　　容
ガ ス 種 銘板は使用するガス種に適合していますか。

正しく取り付けられていますか。また不足はありませんか。
可燃物との離隔距離、火災予防上の措置は十分ですか。
障害物などとの離隔距離は十分ですか。

接続は正しく施工され、ガス漏れはありませんか。

同 こ ん 部 品
可燃物との離隔距離
設 置 条 件

点検・修理に必要な空間はありますか。保守・管理上の空間
水平に設置されていますか。水 平 設 置
強固に設置され、ガタツキはないですか。安 定 設 置

7シールパッキンは確実に取り付けられていますか。シ ー ル パ ッ キ ン
4十分給排気できる場所に設置されていますか。給 排 気
10
ー

乾電ケースは正しく取り付けられていますか。乾 電 池
高温炒めモードが設定できますか。（3秒以上押す）高 温 炒 め ボ タ ン

ガス接続・ガス配管工事
4キャビネットに背板がありますか。（機器後方に穴があいていませんか。）キ ャ ビ ネ ッ ト

ラ ベ ル 貼 付

機
器
お
よ
び
そ
の
周
辺

レンジフードファンが点火動作に連動して動作しましたか。レ ン ジ フ ー ド 連 動

・設置が終了したら、チェックリストに基づいて、必ず再確認を行ってください。

・正しく設置されていることを確認してから、機器のガス栓を開き、取扱説明書の「使いかた」に基づいて
点火および試運転を行ってください。
・試運転終了後は、必ず器具栓つまみを「消火の状態」にしてください。
・試運転終了後、長期間使用しないときはガス栓を閉めておいてください。

〈単位：mm〉

DC3020SL_工説_HM.indd   12 2017/12/14   9:15:57



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


